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花いっぱいで笑顔も咲く 大任中学校で
「花の日」
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2. 行政組織・議会

1. 大任町への愛着度

■問い合わせ　改革推進対策課　☎ 63-3000　内線 136

問  大任町に「自分のまち」としての愛着をど
の程度感じていますか？

問 窓口での町職員の対応をどう思いますか？

問 町職員は自己の仕事内容を十分理解していると思いますか？

とても愛着を
感じている
（26人）

その他
960万円
（0.2％）

分担金及び
負担金
3，195万円
（0.8％）

歳出
40億1,069万円
対前年度比
（＋11.4％）

民生費
7億9，427万円　
　（19.8％）

土木費　
13億1，180万円
　　　（32.7％）

歳出
40億1,069万円
対前年度比
（＋11.4％）

どちらかというと
愛着を感じている
（44人）

あまり愛着を
感じていない
（21人）

全く愛着を感じ
ていない（４人） 無回答（２人）

十分に理解し
ている（９人）

その他
960万円
（0.2％）

分担金及び
負担金
3，195万円
（0.8％）

歳出
40億1,069万円
対前年度比
（＋11.4％）

民生費
7億9，427万円　
　（19.8％）

土木費　
13億1，180万円
　　　（32.7％）

歳出
40億1,069万円
対前年度比
（＋11.4％）

勉強不足であり、
もっと勉強する
べきである
（42人）

わからない
（39人）

その他（４人）
無回答（３人）

良い（16人）

その他
960万円
（0.2％）

分担金及び
負担金
3，195万円
（0.8％）

歳出
40億1,069万円
対前年度比
（＋11.4％）

民生費
7億9，427万円　
　（19.8％）

土木費　
13億1，180万円
　　　（32.7％）

歳出
40億1,069万円
対前年度比
（＋11.4％）

普通（61人）

悪い
（11人）

その他（７人） 無回答（２人）

住民アンケートの
結果を報告します
　町では、町民のみなさんの声を行財政運営に反映
させることを目的として、５月１日から５月 25 日
までの間で「大任町行財政運営に関するアンケート
調査」を実施しました。
　今月号と来月号の２回に分けて、このアンケート
調査の主な結果と内容を紹介します。町ではこのア
ンケート結果を参考にして行財政改革を進めてい
きます。
　今回、多くの町民から多数のご意見をいただきま
したが、紙面の都合や同一意見などのため一部の掲
載となります。あらかじめご了承ください。

アンケート調査の方法
　大任町に居住する �0歳代から 70歳代までの各世代の方々を
対象に有権者名簿から無作為に30人ずつ抽出。計180人の方々
にアンケート用紙を送付し、97人から回答をいただきました。

◎公務員の立場を第一優先に考え、
　　　　　民間のサービスや効率を実践して欲しい（40 歳代男性）
◎良い職員、悪い職員がいる（40 歳代女性）
◎各課で異なる（50 歳代女性）
◎町職員は意識改革され明るくなっていると思う（50 歳代女性）
◎どの町民に対しても同じ態度で接してほしい（50 歳代女性）
◎最近は少し良くなったと思うが、
　　　　　　　　　　　他市町村に比べれば劣る（60 歳代男性）
◎�前よりは良くなったが、カウンターの前に立っても
　　声をかけないと知らぬ顔をしていることがある（70 歳代男性）
◎町民のためにベストをつくしてほしい（70 歳代女性）

◎自治体の本旨を理解すべき（30 歳代男性）
◎人事異動が多すぎるのでは？
　　　　　理解したころに異動している様に思える（40 歳代女性）
◎個人差があるようだ（50 歳代男性）
◎相手の身になって考えてもらいたい。
　　その場をうまく取りつくろうとする傾向がある（60 歳代女性）
◎特に異動の後の事務内容の引き継ぎを
　　　　　　　　　　　　　　　確実にしてほしい（70 歳代男性）

改革推進対策課からのお知らせ
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問  町長部局の職員数は、町民 107 人に対して 1 人の配置となっていますが、現在の本町の職員数に
ついてどう思いますか？

問  本町の町議会議員の定数は現在 14 名ですが、本町の人口約 6,000 人からして、町議会議員の定数
をどう思われますか？

問  町職員は、あなたの用件について適正かつ
迅速に事務処理をしていると思いますか？

・糸田町は、町民 � 64.� 人に対して１人　・川崎町は、町民 � 90.7 人に対して１人
・香春町は、町民 � 99.0 人に対して１人　・添田町は、町民 111.7 人に対して１人
・福智町は、町民 � 87.4 人に対して１人　・赤村は、　村民 11�.5 人に対して１人

適正かつ迅速に
している（14人）

その他
960万円
（0.2％）

分担金及び
負担金
3，195万円
（0.8％）

歳出
40億1,069万円
対前年度比
（＋11.4％）

土木費　
13億1，180万円
　　　（32.7％）

歳出
40億1,069万円
対前年度比
（＋11.4％）

どちらかと言えば
適正かつ迅速にし
ている（48人）

わからない
（17人）

その他（７人）

無回答（２人）

何事にも
ルーズで
対応が遅い
（16人）

何事にもルー
ズで対応が遅
い（16人）

現在の職員数
で良いと思う
（30人）

使用料及び手数料
8，293万円（2.1％）

諸収入
3，251万円（0.8％）

分担金及び負担金
3，195万円（0.8％）

その他
960万円
（0.2％）

分担金及び
負担金
3，195万円
（0.8％）

歳出
40億1,069万円
対前年度比
（＋11.4％）

土木費　
13億1，180万円
　　　（32.7％）

歳出
40億1,069万円
対前年度比
（＋11.4％）

人口の割には多い
と思うので減らす
べきである（42人）

わからない
（19人）

無回答 （２人）

人口の割には少
ないと思うので
増やすべきであ
る（３人）

その他 （１人）

適当と思う（９人）

繰入金
2億9，035万円（7.2％）

土木費　
13億1，180万円
　　　（32.7％）

歳出
40億1,069万円
対前年度比
（＋11.4％）

人口の割には多い
と思うので減らす
べきである（74人）

わからない
（12人）

無回答 （１人）人口の割には少
ないと思うので
増やすべきであ
る（０人）

その他 
（１人）

◎ �0歳代、30歳代の職員が少ないと思います。（20 歳代女性）
◎現在の職員数で良いと思う。質の問題です。（30 歳代男性）
◎臨時職員を雇うなら、本職を減らすべきである（60 歳代男性）
◎早期に合併し、削減すべきである（60 歳代男性）
◎課ごとに仕事量の検討が必要。
　　　　　　　　　　従来の人員にとらわれずに。（70 歳代男性）

◎６～７人で良い。多すぎる。（30 歳代男性）
◎ 10人以下（で良い）。（30 歳代男性）
◎早期に合併して削減すべきである。
　　　　　　　　　　（合併後は）３名程度でいい。（40 歳代男性）

・糸田町は、人口 10,340 人に対して議員定数は 14人
・川崎町は、人口 �0,690 人に対して議員定数は 19人
・香春町は、人口 1�,890 人に対して議員定数は 17人（次回定数は 15人）
・添田町は、人口 1�,180 人に対して議員定数は 13人
・福智町は、人口 �6,310 人に対して議員定数は �0人
・赤村は、　人口 � 3,600 人に対して議員定数は 10人

参考資料

問  町の対応で事務処理が遅い、対応が悪いと
思われる課はどこですか？（複数回答あり）

総務課（４人）

繰入金
2億9，035万円（7.2％）

土木費　
13億1，180万円
　　　（32.7％）

歳出
40億1,069万円
対前年度比
（＋11.4％）

事業課（74人）
〔旧・建設課〕
〔旧・産業経済課〕

無回答 （１人）

企画財政課（３人）

住民課
（17人）

事業課（７人）

税務課（５人）

改革推進対策課
（２人）

教育課（６人）

議会事務局（２人）

改革推進対
策課（２人） 水道課（３人）

無回答（64人）

参考資料
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大
任
町
最
大
の
イ
ベ
ン
ト
「
花
と
し
じ

み
の
里
お
お
と
う
マ
ラ
ソ
ン
」
と

「
花
い
っ
ぱ
い
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」。
今
年
も

多
く
の
人
の
協
力
の
も
と
、
盛
大
に
開
催
さ

れ
ま
し
た
。
メ
ー
ン
会
場
と
な
っ
た
レ
イ
ン

ボ
ー
ホ
ー
ル
に
は
、
マ
ラ
ソ
ン
参
加
者
や
応

援
に
訪
れ
た
家
族
や
仲
間
な
ど
、
た
く
さ
ん

の
人
が
詰
め
か
け
ま
し
た
。

　

今
年
の
マ
ラ
ソ
ン
申
込
者
数
は

１
千
３
２
９
人
。
そ
の
う
ち
１
千
１
０
８
人

の
ラ
ン
ナ
ー
が
参
加
し
ま
し
た
。
参
加
者
の

中
に
は
町
内
や
県
内
は
も
ち
ろ
ん
、
遠
く
は

東
京
都
や
沖
縄
県
な
ど
、
遠
方
か
ら
訪
れ
た

ラ
ン
ナ
ー
も
い
ま
し
た
。
今
年
で
17
回
目
を

数
え
る
「
お
お
と
う
マ
ラ
ソ
ン
」。
毎
年
回

を
重
ね
る
ご
と
に
、
名
実
と
も
に
大
任
町
を

代
表
す
る
イ
ベ
ン
ト
に
成
長
し
て
い
ま
す
。

　

開
会
式
で
は
、
大
任
小
学
校
６
年
生
の
児

童
５
人
が
仲
良
く
選
手
宣
誓
。
最
後
ま
で
走

り
抜
く
こ
と
を
誓
い
、
マ
ラ
ソ
ン
大
会
は
幕

を
開
け
ま
し
た
。

　

晴
天
に
恵
ま
れ
た
５
月
27
日
、「
第
17
回

花
と
し
じ
み
の
里
お
お
と
う
マ
ラ
ソ
ン
」と

「
第
19
回
花
い
っ
ぱ
い
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」

が
同
時
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

例
年
に
な
い
暑
さ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

参
加
し
た
ラ
ン
ナ
ー
た
ち
は
そ
れ
ぞ
れ
の

ペ
ー
ス
で
力
走
。
伝
統
あ
る「
お
お
と
う
マ

ラ
ソ
ン
」を
楽
し
み
ま
し
た
。

申込者数　1,329 人
参加者数　1,108 人

暑さに負けず大任町を駆け抜けた

「マイペース」 自分に言い聞かせる。
でも…、負けられない。

第 17 回花としじみの里おおとうマラソン
第 19 回花いっぱいフェスティバル　
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マ
ラ
ソ
ン
の
距
離
は
、
２
㎞
、
５
㎞
、
10

㎞
の
部
に
分
か
れ
て
い
て
、
２
㎞
の
部
か
ら

順
に
ス
タ
ー
ト
。
ス
タ
ー
ト
の
合
図
と
と
も

に
打
ち
上
げ
ら
れ
た
花
火
の
音
を
背
に
、
参

加
者
た
ち
は
ゴ
ー
ル
を
目
指
し
て
一
斉
に
飛

び
出
し
て
い
き
ま
し
た
。

　

選
手
た
ち
は
自
分
た
ち
に
合
っ
た
ペ
ー
ス

で
大
任
路
を
疾
走
。
沿
道
に
集
ま
っ
た
家
族

や
応
援
者
た
ち
か
ら
は
、
熱
い
声
援
が
飛
ん

で
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
今
年
か
ら
は
新
た
に
タ
イ
ム
測
定

に
Ｉ
Ｄ
タ
グ
を
導
入
。
ゴ
ー
ル
後
す
ぐ
に
記

録
証
が
発
行
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

会
場
内
で
は
抽
選
券
付
き
の
花
の
種
が
配

ら
れ
た
り
、
無
料
の
し
じ
み
汁
が
振
る
舞
わ

れ
た
り
し
て
、
イ
ベ
ン
ト
に
参
加
し
た
人
た

ち
を
喜
ば
せ
て
い
ま
し
た
。

　

大
会
の
最
後
を
飾
っ
た
の
は
お
楽
し
み
抽

選
会
。
当
選
番
号
が
発
表
さ
れ
る
た
び
に
、

参
加
者
か
ら
は
感
嘆
の
声
が
上
が
っ
て
い
ま

し
た
。

①お友達と仲良く参加。②町内の小学生野球
チーム「無限」の選手も参加。③選手宣誓は
大任小学校の６年生児童。左から、杉原 侑
香ちゃん、安武 侑美ちゃん、工藤 三奈ちゃ
ん、浦田 えりかちゃん、田中 めぐみちゃん。
④遠来賞は東京都杉並区から参加した大熊 
隆さん。⑤２㎞のゴール。348 人が完走。２
㎞の参加者は子どもが大半を占めます。⑥完
走後のしじみ汁は最高 !! ⑦当日は真夏並みの
暑さ。水分補給は欠かせません。⑧会場内で
は、花の販売も行われました。⑨10㎞の部、
男子 30 歳～ 49 歳区分の表彰式。⑩５㎞と
10㎞の折返し地点。さあ、ゴールはもう近い。
ここからが意地の見せ所です。⑪比較的平た
んなコースが特徴のおおとうマラソンにおい
て唯一の坂道。通称「心臓破りの坂」⑫おお
とうマラソンの参加常連チーム「新田原ラン
ナーズ」（行橋市・仲津小学校）のみなさん。
⑬最も参加者が多かった 10㎞の部。481 人
が完走しました。⑭５㎞は 279 人が完走。
中央線道路（さくら街道）は、選手で埋め尽
くされました。⑮ある意味一番盛り上がった、
お楽しみ抽選会。豪華景品は誰の手に？ ⑯
沿道からは蛇面太鼓が選手を鼓舞しました。

第 17 回  花としじみの里おおとうマラソン
第 19 回  花いっぱいフェスティバル

① ② ③ ④

⑮

⑪

⑯

⑭

⑨

⑤

⑩

⑧⑦

⑬

⑥

⑫
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まちの話題

世代を超えて花いっぱい運動
大任中学校で「花の日」開催

　５月 30 日、大任中学校の駐車場で町内の小学生や保育園
児などを迎えて「花の日」の活動が行われました。この「花
の日」は 20 年以上前から続いている伝統行事で、春と秋の
年２回行われています。
　青空の下、中学生たちは児童や園児たちに苗の植え方を
優しく教えながら、マリーゴールド、日々草、アゲラタム
の３種、約 1800 株を次々とポットに移植。和気あいあい
とした雰囲気の中、作業は約１時間半で終了しました。
　今回みんなで協力してポットに植えた花は、中学校で育
てられた後、小学校や保育園に配られるそうです。

自転車の乗り方に悪戦苦闘
大任小４年が交通安全教室に参加

　５月 24 日、大任小学校で４年生を対象に交通安全教室が
行われました。この教室は、交通安全協会と添田警察署が
協力して定期的に町内の学校を対象に行っているものです。
　最初に児童たちは教室で交通安全のビデオを観賞。その
後、グラウンドに作られた指導用のコースで自転車の正し
い乗り方を実技指導してもらいました。
　児童たちはいつもとは勝手が違う「正しい自転車の乗り
方」に悪戦苦闘しながらも、発進の仕方、ブレーキのかけ方、
右左折の仕方などを学びました。

▲ 保育園児から中学生まで、みんなが協力して花を植えました

▲ 指導員が丁寧に自転車の乗り方と交通マナーを教えてくれました

▶ 

自
然
の
中
で
モ
ノ
作
り
の
楽
し
さ
を
体
験

　

芋
掘
り
、
竹
細
工
、
ま
き
割
り
、
飯
ご
う
炊
飯
、

カ
レ
ー
作
り
、
肝
試
し
、
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
、
焼

き
そ
ば
作
り
…
。

　

今
年
も
６
月
16
日
・
17
日
の
２
日
間
で
、
町
内
の

小
学
校
４
年
生
か
ら
６
年
生
を
対
象
と
し
た
、
野
外

ス
ク
ー
ル
が
開
校
し
ま
し
た
。

　

本
年
度
の
参
加
者
は
男
子
12
人
、
女
子
20
人
の
計

32
人
。
大
任
小
学
校
か
ら
は
29
人
、
今
任
小
学
校
か

ら
は
３
人
が
参
加
し
、
さ
ま
ざ
ま
な
野
外
活
動
を
通

じ
て
交
流
を
深
め
ま
し
た
。

　

今
回
の
キ
ャ
ン
プ
で
は
、
児
童
た
ち
は
ナ
イ
フ
を

使
っ
て
の
竹
細
工
に
挑
戦
。
竹
を
ノ
コ
ギ
リ
で
切

り
、
ナ
イ
フ
で
削
っ
て
ハ
シ
を
作
り
ま
し
た
。
夕
食

に
は
キ
ャ
ン
プ
場
の
畑
か
ら
、
み
ん
な
で
掘
り
出
し

た
ジ
ャ
ガ
イ
モ
を
使
っ
て
カ
レ
ー
を
作
り
ま
し
た
。

　

こ
の
野
外
ス
ク
ー
ル
は
９
月
ま
で
毎
月
１
回
（
全

４
回
）
行
わ
れ
ま
す
。▶ 

グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
で
交
流

普
段
の
生
活
を
離
れ
、
自
然
の
中
で
貴
重
な
体
験

第
18
回
野
外
ス
ク
ー
ル
が
開
校

▶ 

ナ
タ
を
使
っ
て
ま
き
割
り
に
挑
戦

▶ 

野
菜
も
自
分
た
ち
で
切
り
ま
す
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探検、ぼくらの住む町
今任小３年生が社会科見学

　５月 20 日、今任小学校の３年生児童 18 人が町内探
検の社会科見学を実施しました。児童たちは４つのグ
ループに分かれ、サボテンハウス、ふるさと館おおとう、
レインボーホール、大任町公民館の４カ所の施設を訪問。
施設の管理者に疑問に思ったことを質問し、回答を熱心
にプリントに書き込んでいました。
　サボテンハウスを訪れた中川成

なる

弥
や

くん（不動）は「こ
こに来たのは２回目。たくさんのサボテンがあってすご
かったです」と感想を楽しそうに話してくれました。

清
き よ

藤
ど う

 兼
か ね

雄
お

さん（西白土）

☆生年月日　大正 10 年 ２ 月26日
☆趣　味　詩吟　庭木の手入れ

▲ 長年の功績が認められ、添田警察署長から感謝状を贈呈されました

サボテンの魅力を再発見
サボテンの花の写真展に 450 人が来場

　ふるさと館おおとうで４月 27 日から６月 10 日まで
開催されていた「サボテンの花の写真展」が、大盛況
のうちに終了しました。
　期間中は町内外から約 450 人が訪れ、きれいなサボ
テンの花の写真に見入っていました。見学に訪れた人
たちは口々に「こんなにサボテンの花がきれいだとは
知らなかった」「なかなか見る機会がないので、珍しい
花々を見ることができてよかった」「これからもいろい
ろな企画展をやってほしい」と感想を述べていました。
　ふるさと館おおとうでは、今後もさまざまな企画展
を開催していく予定です。お楽しみに。

クローズ・アップ

vol .17

▲ サボテンハウスでサボテンの説明を受ける児童たち

▲ 期間中はたくさんの来場者でにぎわいました

　地域の交通安全を守る交通安全協会。その添田大任地区交
通安全協会の会長を務めているのが、清藤兼雄さんです。
　清藤さんは旧・建設省（現・国土交通省）に約 35 年勤務。
64 歳で定年退職した後に、近所に住む先輩に勧められ添田
大任地区交通安全協会に入会しました。
　交通安全協会の主な活動として、小学生や中学生の登下校
時に、交差点や横断歩道など交通量の多い場所で立番して事
故のないように見守ったり、交通安全週間に合わせて啓発活
動などを行ったりしています。そのほかにも、看板の設置や
違法駐車の取り締まり、小中学校などでの交通安全指導（Ｐ
６に関連記事）など、交通安全にかかわるさまざまな活動を
行っています。
　清藤さんは交通安全について「免許を持たない老人や子ど
もたちは、詳しい交通ルールを知らないことも多い。目の悪
い人や耳の悪い人もいる。車を運転する人たちはそのことを
頭に入れて安全運転を心掛けてほしい」と話してくれました。
　また、清藤さんは趣味で詩吟を 40 年以上も続けています。

「途中でやめるのは好かん。やるならとこんやる」という性
格から、今では吟心流七段、師範代の免許を持つほど。現在
は川崎町で詩吟の先生としても活躍しています。
　最後に清藤さんは「詩吟をするときに腹式呼吸を使う。こ
の腹式呼吸は体にいい。詩吟で長生きしています」と長生き
と健康の秘けつを話してくれました。

−Traffic�Safety�Association−
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〒 824-0512 福岡県田川郡

大任町大字大行事３０６７番地

大任町役場

63-3000

　

住
民
課
衛
生
係
で
は
、
乳
幼
児
を
対

象
と
し
た
麻
し
ん
と
風
し
ん
の
予
防

接
種（
Ｍ
Ｒ
ワ
ク
チ
ン
）を
行
い
ま
す
。

■
と
き

　

７
月
13
日
㈮　

13
時
30
分
～
14
時

■
対
象
者

　

生
後
12
カ
月
～
生
後
24
カ
月
未
満
児

　

労
働
問
題
相
談
会
を
開
催
し
ま
す
。

賃
金
未
払
い
、
解
雇
、
労
働
条
件
の

切
り
下
げ
、
い
じ
め
、
セ
ク
ハ
ラ
（
性

的
嫌
が
ら
せ
）
な
ど
の
労
使
関
係
の

悩
み
を
相
談
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

　

専
門
の
相
談
員
が
早
期
解
決
の
お

手
伝
い
を
し
ま
す
。
相
談
は
無
料
で

秘
密
は
厳
守
し
ま
す
。
予
約
不
要
。

■
と
き　

７
月
11
日
㈬  

13
時
～
16
時

■
と
こ
ろ　

役
場
１
階　

視
聴
覚
室

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　

筑
豊
労
働
福
祉
事
務
所

　

☎
０
９
４
８
ー
22
ー
１
１
４
９

　

小
学
校
入
学
前
の
年
長
児

■
予
約
方
法

　

住
民
課
衛
生
係
で
直
接
申
し
込
む

か
、
電
話
予
約
を
お
願
い
し
ま
す

■
受
付
期
限　

７
月
９
日
㈪

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　

住
民
課
衛
生
係　

内
線
１
１
３

　

不
法
投
棄
は
犯
罪
で
す

　

５
年
以
下
の
懲
役
、
１
千
万
円
以
下
の
罰
金
が
科
せ
ら
れ
ま
す

衛生係■
不
法
投
棄
は
厳
罰
に
処
さ
れ
ま
す

　

最
近
、
町
内
各
所
で
不
法
投
棄

が
見
受
け
ら
れ
ま
す
。
不
法
投
棄

に
対
し
て
は
、
５
年
以
下
の
懲
役
、

も
し
く
は
１
千
万
円
以
下
の
罰
金
、

ま
た
は
両
方
が
科
せ
ら
れ
ま
す
。

　

町
で
は
町
内
で
不
法
投
棄
を
発

見
し
た
場
合
、
警
察
に
通
報
し
連

携
し
て
捜
査
を
行
っ
て
い
ま
す
。

実
際
に
不
法
投
棄
者
を
特
定
し
、

摘
発
し
た
事
例
も
あ
り
ま
す
。

　

不
法
投
棄
は
犯
罪
で
す
。
ゴ
ミ

は
ル
ー
ル
を
守
っ
て
正
し
く
処
理

し
ま
し
ょ
う
。

■
ゴ
ミ
は
正
し
く
分
別
し
ま
し
ょ
う

　

町
で
は
家
庭
ゴ
ミ
を
「
も
え
る

ゴ
ミ
」「
も
え
な
い
ゴ
ミ
」「
カ
ン
」

「
ビ
ン
」「
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
」
の
５

種
類
に
分
別
し
回
収
し
て
い
ま
す

（
粗
大
ゴ
ミ
を
除
く
）。
限
り
あ
る

資
源
を
有
効
に
回
収
す
る
た
め
、

み
な
さ
ん
の
協
力
を
お
願
い
し
ま

す
。

　

ゴ
ミ
の
分
別
に
関
し
て
は
、
各

家
庭
に
分
別
表
を
配
布
し
て
い
ま

す
。
分
別
表
を
持
っ
て
い
な
い
人

は
役
場
の
住
民
課
衛
生
係
に
て
配

布
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
ゴ
ミ
か
ご
の
中
が
散
ら

か
っ
て
い
る
と
の
苦
情
が
寄
せ
ら

れ
て
い
ま
す
。
ゴ
ミ
か
ご
は
地
域

住
民
が
相
互
に
利
用
す
る
も
の
で

す
。
ゴ
ミ
は
き
ち
ん
と
袋
に
入
れ
、

き
れ
い
に
使
い
ま
し
ょ
う
。

■
問
い
合
わ
せ　

内
線
１
１
３

　

住
民
課　

衛
生
係

　

裁
判
所
職
員
の
採
用
試
験
を
行
い

ま
す
。

■
受
付
期
間

　

７
月
17
日
㈫
～
７
月
25
日
㈬

■
第
１
次
試
験
日　

９
月
16
日
㈰

■
受
験
資
格　

昭
和
61
年
４
月
２
日

～
平
成
２
年
４
月
１
日
生
ま
れ
の
人

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　

福
岡
地
方
裁
判
所
事
務
局
人
事
課

　

☎
０
９
２
ー
７
８
１
ー
３
１
４
１

　

次
の
と
お
り
、
地
域
交
流
講
演
会

を
開
催
し
ま
す
。

■
演
題　
「
私
の
子
育
て
本
当
は
ど
う

か
な
」　

～
子
ど
も
の
ハ
ン
デ
ィ
は
親

の
糧
で
す
～

■
講
師　

大
和 

雅
弘
さ
ん
（
障
害
児

を
も
つ
親
）

※ 

健た
け

ち
ゃ
ん
バ
ン
ド
（
大
和
さ
ん
親

子
）
に
よ
る
バ
ン
ド
演
奏
あ
り

■
と
き　

７
月
14
日
㈯  
14
時
～
16
時

■
と
こ
ろ

　

田
川
市
青
少
年
文
化
ホ
ー
ル

■
入
場
料　

無
料

■
問
い
合
わ
せ　

☎
42
ー
９
３
０
７

　
「
人
に
優
し
い
町
・
田
川
を
つ
く
る

会
」
事
務
局

　

６
月
15
日
㈮
・
16
日
㈯
・
17
日
㈰
・

23
日
㈯
・
24
日
㈰
の
５
日
間
で
実
施

さ
れ
た
、
総
合
健
診
の
結
果
説
明
会

を
次
の
と
お
り
行
い
ま
す
。

■
と
き　

８
月
２
日
㈭
・
７
日
㈫

　
　
　
　

13
時
30
分
～
17
時

■
と
こ
ろ  

役
場
１
階
多
目
的
ホ
ー
ル

■
問
い
合
わ
せ　

住
民
課
衛
生
係

　

内
線
１
１
２
・
１
１
３

▲ 町内に不法投棄されたゴミ

▲ 色分けされたゴミ袋。もえるゴミは
緑色、もえないゴミは透明、カンは水色、
ビンはピンク、ペットボトルは黄色です

Ｍ
Ｒ
ワ
ク
チ
ン
を

接
種
し
ま
し
ょ
う

「
労
働
問
題
相
談
会
」を

開
催
し
ま
す

裁
判
所
職
員
の

採
用
試
験
を
実
施

「
私
の
子
育
て

本
当
は
ど
う
か
な
」

総
合
健
診
の
結
果
説
明

会
を
実
施
し
ま
す
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　大任町食進会では食生活改善推進事業と
して、子どもとその保護者を対象に夏休み
の１日料理教室を行います。

■とき　７月 26 日（木）
　　　　10 時～ 12 時 30 分
■ところ　大任町役場　１階調理室
■対象者　小学生～中学生とその保護者
■締め切り　７月 17 日（火）
■募集人数　10 組まで（先着順）
■持参品　タオル・エプロン・三角きん
■入場料　無料
■申し込み・問い合わせ
　住民課衛生係　内線１１３

　

福
祉
の
仕
事
を
希
望
す
る
人
を
対
象

に
合
同
就
職
面
談
会
を
実
施
し
ま
す
。

■
と
き　

８
月
３
日
㈮  
10
時
～
16
時

■
と
こ
ろ　

ク
ロ
ー
バ
ー
プ
ラ
ザ
（
春

日
市
原
町
３
ー
１
ー
７
）

■
問
い
合
わ
せ

　

福
岡
県
社
会
福
祉
協
議
会

　

☎
０
９
２
ー
５
８
４
ー
３
３
１
０

　

㏋http://w
w

w
.fukushi.w

ork.jp

　

平
成
19
年
度
狩
猟
免
許
（
網
、
わ

な
猟
、
第
１
種
銃
猟
、
第
２
種
銃
猟
）

試
験
を
次
の
と
お
り
実
施
し
ま
す
。

■
と
き　

８
月
17
日
㈮

■
と
こ
ろ　

筑
豊
ハ
イ
ツ
（
飯
塚
市
）

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　

飯
塚
農
林
事
務
所　

総
務
課

　

☎
０
９
４
８
ー
23
ー
４
１
４
５

　

労
働
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
し
ま
す
。

今
回
は
香
り
を
使
っ
た
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
の
お
話
で
す
。

■
と
き　

８
月
８
日
㈬

18
時
30
分
～
20
時
30
分

■
と
こ
ろ　

た
が
わ
情
報
セ
ン
タ
ー

■
講
師　

中
村 

弥
和
さ
ん

■
定
員　

30
人
（
先
着
順
）

■
参
加
料　

無
料

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　

筑
豊
労
働
福
祉
事
務
所

　

☎
０
９
４
８
ー
22
ー
１
１
４
９

　

町
村
在
住
の
母
子
家
庭
の
お
母
さ

ん
（
児
童
扶
養
手
当
受
給
者
）
を
対

象
に
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
と
協
力
し
て
就

労
を
支
援
し
て
い
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ

　

福
岡
県
母
子
寡
婦
福
祉
連
合
会　

就
業
・
自
立
支
援
セ
ン
タ
ー

　

☎
０
９
２
ー
５
８
４
ー
３
９
３
１

　

ニ
ー
ト
（
未
就
労
の
若
者
）
の
保

護
者
を
対
象
に
、
ニ
ー
ト
の
若
者
の
現

状
と
家
族
と
し
て
の
向
き
合
い
方
に

つ
い
て
の
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
し
ま
す
。

　

ワ
ー
ド
や
エ
ク
セ
ル
な
ど
の
知
識
・

技
能
を
身
に
つ
け
て
、
就
職
活
動
に

役
立
て
て
み
ま
せ
ん
か
。

■
訓
練
期
間

　

８
月
27
日
㈪
～
11
月
30
日
㈮
（
土

日
祝
日
を
除
く
）

　

９
時
30
分
～
15
時
20
分

■
と
こ
ろ　

直
方
情
報
技
術
学
院
（
直

方
市
須
崎
町
３
ー
37
）

■
対
象
者　

母
子
家
庭
の
母
で
ハ

ロ
ー
ワ
ー
ク
に
求
職
申
し
込
み
中
の

人
（
雇
用
保
険
受
給
者
は
除
く
）

■
と
き　

10
月
21
日
㈰

■
と
こ
ろ　

福
岡
市
・
北
九
州
市
・

太
宰
府
市
・
久
留
米
市

■
受
付
期
間

●
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト　

７
月
２
日
㈪  

９
時
30
分
～
７
月
17
日
㈫  

21
時
59
分

●
郵
送　

７
月
２
日
㈪
～
７
月
31
日

㈫　

消
印
有
効

■
受
講
料　

無
料

■
募
集
期
限　

７
月
27
日
㈮

■
申
し
込
み
方
法　

公
共
職
業
安
定

所
（
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
）
で
受
け
付
け

■
問
い
合
わ
せ

　

県
立
小
竹
高
等
技
術
専
門
学
校

　

☎
０
９
４
９
ー
62
ー
６
４
４
１

■
問
い
合
わ
せ

　

㈶
福
岡
県
建
築
住
宅
セ
ン
タ
ー

　

☎
０
９
２
ー
７
３
７
ー
８
０
１
３

■
と
き

　

７
月
28
日
㈯　

14
時
～
16
時

■
と
こ
ろ　

飯
塚
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ

ン
タ
ー
（
飯
塚
市
飯
塚
14
番
67
号
）

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　

若
者
サ
ポ
ー
ト
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

　

☎
０
９
２
ー
７
３
９
ー
３
４
０
５

Ｉ
Ｔ
講
習
会
を
開
催
し
ま
す
。

■
内
容

◎
デ
ジ
タ
ル
カ
メ
ラ
に
よ
る
写
真
撮

影
・
活
用
法

◎
は
が
き
印
刷

■
と
き　

８
月
４
日
㈯
～
５
日
㈰

　
　
　
　

９
時
～
12
時

■
と
こ
ろ　

西
田
川
高
等
学
校

■
定
員　

15
人
（
先
着
順
）

■
参
加
費　

無
料

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　

福
岡
県
立
西
田
川
高
等
学
校

　

☎
44
ー
０
３
１
３

親子で料理作りに挑戦

夏休みに親子で料理作り
親と子の料理教室の参加者を募集　

「
福
祉
の
職
場  

合
同
就

職
面
談
会
」
を
開
催

狩
猟
免
許
試
験
を

実
施
し
ま
す

こ
こ
ろ
を
つ
か
む

ち
ょ
っ
と
し
た
会
話
術

母
子
家
庭
の
お
母
さ

ん
の
就
労
支
援

保
護
者
の
た
め
の
若
者

自
立
支
援
セ
ミ
ナ
ー

「
パ
ソ
コ
ン
実
務
科
」

訓
練
生
を
募
集
し
ま
す

宅
地
建
物
取
引
主
任
者

資
格
試
験
を
実
施

Ｉ
Ｔ
講
習
会
を

開
催
し
ま
す



10広報おおとう　2007. ７月号 10

　

こ
の
制
度
は
、
子
ど
も
た
ち
の
健

や
か
な
成
長
と
安
定
し
た
暮
ら
し
を

保
つ
た
め
、
医
療
費
の
一
部
を
負
担

す
る
制
度
で
す
。

■
資
格
要
件

　

次
の
①
～
④
の
要
件
す
べ
て
に
該

当
す
る
人
に
資
格
が
あ
り
ま
す
。

①
町
内
に
住
民
登
録
が
あ
る
就
学
前

（
外
来
は
３
歳
未
満
ま
で
）
の
人

②
医
療
保
険
に
加
入
し
て
い
る
人

③
生
活
保
護
法
に
よ
る
保
護
を
受
け

て
い
な
い
人

④
医
療
費
が
措
置
さ
れ
て
い
る
児
童

福
祉
施
設
に
入
所
し
て
い
な
い
人

■
受
給
の
開
始

　

出
生
の
場
合
は
、
出
生
の
日
か
ら

30
日
以
内
。
ま
た
転
入
な
ど
の
場
合

は
、
異
動
し
た
月
の
月
末
ま
で
に
手

続
き
を
す
れ
ば
、
資
格
が
発
生
し
た

日
か
ら
該
当
し
ま
す
。

※ 

手
続
き
が
遅
れ
て
も
受
け
付
け
は

で
き
ま
す
。
た
だ
し
そ
の
場
合
は
、

受
給
開
始
日
が
変
わ
り
ま
す
の
で
ご

注
意
く
だ
さ
い

■
受
給
の
停
止

　

外
来
は
３
歳
に
な
る
誕
生
日
の
前

日
が
属
す
る
月
の
末
日
ま
で
。
入
院

は
就
学
前
ま
で
。
転
出
の
場
合
は
、

資
格
を
失
う
日
の
前
日
ま
で
該
当
し

ま
す
。

■
申
請
に
必
要
な
も
の

　

健
康
保
険
証
、
印
鑑

　

こ
の
制
度
は
、
身
体
や
精
神
に
重

い
障
害
を
持
つ
人
の
健
康
や
福
祉
の

向
上
を
計
る
た
め
、
医
療
費
の
一
部

が
遅
れ
た
り
し
た
場
合
は
、
申
請
を

し
た
月
の
初
日
か
ら
該
当
し
ま
す
。

■
受
給
の
停
止

　

転
出
の
場
合
は
、
資
格
を
失
う
日

の
前
日
ま
で
。
障
害
の
程
度
が
軽
く

な
り
、
障
害
要
件
を
満
た
さ
な
く
な
っ

た
場
合
は
、
そ
れ
が
確
認
さ
れ
た
日

の
月
末
ま
で
該
当
し
ま
す
。

※
65
歳
に
な
る
と
き
は
、
誕
生
日
の

前
日
が
属
す
る
月
に
、
老
人
医
療
へ

の
切
り
替
え
の
手
続
き
を
し
て
く
だ

さ
い
。
手
続
き
が
遅
れ
る
と
、
支
給

を
受
け
ら
れ
な
い
場
合
も
あ
り
ま
す

の
で
注
意
が
必
要
で
す

■
申
請
に
必
要
な
も
の

　

健
康
保
険
証
、
印
鑑
、
障
害
の
程

度
を
証
明
す
る
も
の
（
身
障
者
手
帳

や
療
育
手
帳
な
ど
）

　

こ
の
制
度
は
、
母
子
家
庭
の
母
や

そ
の
児
童
、
父
母
の
い
な
い
児
童
、

１
人
暮
ら
し
の
寡
婦
た
ち
の
健
康
と

福
祉
の
向
上
を
計
る
た
め
、
医
療
費

の
一
部
を
負
担
す
る
制
度
で
す
。

■
資
格
要
件

　

母
子
家
庭
な
ど
の
母
と
児
童
、
１

人
暮
ら
し
の
寡
婦
で
、
次
の
①
～
⑤

す
べ
て
に
該
当
す
る
人
に
資
格
が
あ

り
ま
す
。

を
負
担
す
る
制
度
で
す
。

■
資
格
要
件

　

次
の
①
～
④
の
要
件
す
べ
て
に
該

当
す
る
人
に
資
格
が
あ
り
ま
す
。

①
町
内
に
住
所
（
住
民
登
録
）
が
あ

る
３
歳
以
上
の
人
（
65
歳
以
上
の
場

合
は
、
老
人
医
療
を
受
け
て
い
る
人

に
限
り
ま
す
）

②
医
療
保
険
に
加
入
し
て
い
る
人

③
生
活
保
護
法
に
よ
る
保
護
を
受
け

て
い
な
い
人

④
医
療
費
が
措
置
さ
れ
て
い
る
施
設

に
入
所
し
て
い
な
い
人

■
障
害
要
件

　

次
の
①
～
④
の
ど
れ
か
に
該
当
す

れ
ば
資
格
が
発
生
し
ま
す
。

①
身
体
障
害
者
手
帳
の
等
級
が
１
級

か
２
級
に
該
当
し
て
い
る
人

②
療
育
手
帳
の
判
定
が
【
Ａ
】
の
人

③
身
体
障
害
者
手
帳
の
等
級
が
３
級

で
、
療
育
手
帳
の
判
定
が
【
Ｂ
】
の
人

④
国
民
年
金
の
障
害
基
礎
年
金
（
１

級
）
を
受
け
て
い
て
、
傷
病
名
が
精

神
薄
弱
か
精
神
遅
滞
の
人

■
受
給
の
開
始

　

転
入
な
ど
の
場
合
は
、
そ
の
月
の

月
末
ま
で
に
手
続
き
を
す
れ
ば
、
資

格
が
発
生
し
た
日
か
ら
該
当
し
ま
す
。

　

障
害
要
件
を
満
た
し
た
り
手
続
き

乳
幼
児　
　
　
　

医
療
費
支
給
制
度

母
子
家
庭
等　
　

医
療
費
支
給
制
度

重
度
心
身
障
害
者

医
療
費
支
給
制
度

医
療
費
の
一
部
を
負
担
し
て
く
れ
る

３
つ
の
制
度
を
紹
介
し
ま
す

　

公
費
医
療
制
度
。
こ
の
制
度
は
み
な
さ
ん
が
健
や
か
で

幸
せ
な
生
活
が
送
れ
る
よ
う
、
乳
幼
児
や
心
身
に
重
い
障

害
を
持
つ
人
、
母
子
家
庭
な
ど
を
対
象
に
、
医
療
費
の
一

部
を
県
と
町
が
負
担
す
る
制
度
で
す
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①
町
内
に
住
所
（
住
民
登
録
）
が
あ

る
人

②
医
療
保
険
に
加
入
し
て
い
る
人

③
生
活
保
護
法
に
よ
る
保
護
を
受
け

て
い
な
い
人

④
福
祉
施
設
に
入
所
中
で
、
医
療
費

が
別
に
措
置
さ
れ
て
い
な
い
人

⑤
所
得
が
一
定
基
準
以
下
で
あ
る
人

◆
こ
の
場
合
の
母
、
児
童
、
寡
婦
は
、

次
の
よ
う
な
人
を
い
い
ま
す
。

●
母
…
18
歳
未
満
の
児
童
を
扶
養
し

て
い
る
母
子
家
庭
な
ど
の
母

※
母
子
家
庭
で
も
、
内
縁
関
係
が
あ

る
場
合
は
対
象
に
な
り
ま
せ
ん

●
児
童
…
３
歳
以
上
18
歳
未
満
で
、

母
子
家
庭
、
ま
た
は
父
母
の
な
い
児

童※ 

父
母
の
生
死
が
１
年
以
上
不
明
な

ど
で
扶
養
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
な

い
場
合
も
対
象
に
な
り
ま
す

●
寡
婦
…
次
の
ど
ち
ら
か
に
当
て
は

ま
れ
ば
寡
婦
と
な
り
ま
す

▼
配
偶
者
と
死
別
ま
た
は
離
婚
し
て
、

や
す
っ
か
り
定
着
し
て
き
た｢

生

活
習
慣
病｣

と
い
う
言
葉
。
も
と

も
と
は
「
成
人
病
」
と
呼
ば
れ
て
い
た
も

の
で
す
。「
生
活
習
慣
病
」
は
そ
の
名
の
と

お
り
、
体
の
負
担
に
な
る
よ
う
な
生
活
習

慣
を
続
け
る
こ
と
に
よ
っ
て
引
き
起
こ
さ

れ
る
病
気
の
総
称
で
す
。
以
前
は
成
人
が

発
症
し
や
す
か
っ
た
の
で
す
が
、
食
生
活

や
生
活
習
慣
の
変
化
に
よ
っ
て
病
気
の
低

年
齢
化
が
進
み
、
今
や
子
供
で
も
発
症
す

る
ほ
ど
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。

　

数
あ
る
生
活
習
慣
病
の
中
で
も
「
が
ん
」

「
脳
卒
中
」「
心
臓
病
」
は
、
三
大
生
活
習

慣
病
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
そ
れ
は
、
こ

れ
ら
３
つ
の
病
気
が
日
本
人
の
死
因
の
約

６
割
を
占
め
て
い
る
か
ら
で
す
。

　

三
大
生
活
習
慣
病
の
手
前
段
階
で
な
り

や
す
い
生
活
習
慣
病
に
「
高
血
圧
」「
高
脂

血
症
」「
糖
尿
病
」
な
ど
の
病
気
が
あ
り
ま

す
。
こ
れ
ら
の
病
気
は
自
覚
症
状
が
あ
ま

り
な
い
だ
け
に
、
互
い
に
合
併
し
や
す
い

特
徴
を
持
っ
て
い
ま
す
。
し
か
も
合
併
す

る
こ
と
で
、
よ
り
加
速
度
的
に
動
脈
硬
化

や
心
筋
梗
塞
な
ど
を
引
き
起
こ
し
ま
す
。

そ
し
て
心
疾
患
（
心
臓
病
）
や
脳
血
管
疾

患
（
脳
卒
中
）
な
ど
の
重
大
な
病
気
を
引

き
起
こ
し
て
し
ま
う
の
で
す
。

　

中
高
年
の
多
く
は
、
何
ら
か
の
生
活
習

慣
病
を
持
っ
て
い
て
、
そ
れ
が
将
来
、
重

大
な
健
康
障
害
に
な
る
恐
れ
が
あ
り
ま
す
。

　

例
え
ば
我
が
国
で
は
現
在
、
６
百
90
万

人
が
糖
尿
病
と
推
計
さ
れ
て
い
て
、
予
備

軍
を
含
め
る
と
約
１
千
４
百
万
人
と
も
言

わ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
高
血
圧
や
高
脂

血
症
な
ど
の
生
活
習
慣
病
を
有
す
る
人
々

の
数
は
、
約
３
千
万
人
～
４
千
万
人
と
推

定
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
生
活
習
慣
病
は
日
ご
ろ
の
生

活
習
慣
を
見
直
す
こ
と
で
、
あ
る
程
度
予

防
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

高
血
圧
は
食
塩
の
取
り
す
ぎ
に
注
意
し

ま
し
ょ
う
。
一
日
当
た
り
摂
取
量
が
10
ｇ

以
上
の
人
と
10
ｇ
未
満
の
人
で
は
、
発
症

の
割
合
が
明
ら
か
に
違
っ
て
き
ま
す
。

　

糖
尿
病
は
、
一
日
あ
た
り
の
総
カ
ロ
リ
ー

量
や
三
大
栄
養
素
（
炭
水
化
物
・
た
ん
ぱ

く
質
・
脂
質
）、
そ
の
他
の
栄
養
素
を
バ
ラ

ン
ス
よ
く
摂
取
し
、
運
動
療
法
や
薬
物
療

法
と
生
活
習
慣
の
改
善
を
行
う
こ
と
で
予

防
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

高
脂
血
症
に
は
、
４
つ
の
タ
イ
プ
（
総

コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
・
中
性
脂
肪
・
Ｈ
Ｄ
Ｌ

コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
〔
善
玉
〕・
Ｌ
Ｄ
Ｌ
コ
レ

ス
テ
ロ
ー
ル
〔
悪
玉
〕）
が
あ
り
ま
す
。
食

事
や
運
動
な
ど
の
生
活
習
慣
を
注
意
す
る

こ
と
で
改
善
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

日
常
の
生
活
習
慣
で
も
特
に
食
事
・
運

動
・
休
養
・
喫
煙
・
飲
酒
の
習
慣
な
ど
が
、

健
康
の
鍵
を
握
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う

な
状
況
を
ふ
ま
え
て
、
今
一
度
、
自
分
自

身
の
生
活
習
慣
を
見
直
し
改
善
に
つ
と
め

る
よ
う
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

■
問
い
合
わ
せ　

住
民
課
国
保
係

　

内
線
１
２
３

過
去
に
母
子
家
庭
の
母
と
し
て
児
童

を
扶
養
し
、
現
在
婚
姻
が
な
く
１
人

暮
ら
し
の
人

▼
配
偶
者
と
死
別
ま
た
は
離
婚
し
た

40
歳
以
上
75
歳
未
満
で
、
現
在
婚
姻

が
な
い
１
人
暮
ら
し
の
人

※ 

仕
送
り
が
あ
る
場
合
は
、
対
象
か

ら
は
ず
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す

■
受
給
の
開
始

　

申
請
の
あ
っ
た
日
の
属
す
る
月
の

初
日
か
ら
該
当
し
ま
す
。

■
受
給
の
停
止

　

要
件
を
満
た
さ
な
く
な
っ
た
場
合

は
そ
の
月
の
末
日
ま
で
（
婚
姻
の
場

合
は
そ
の
日
の
前
日
ま
で
）。
子
ど
も

が
18
歳
に
達
し
た
場
合
は
、
そ
の
年

度
の
末
日
ま
で
。
転
出
の
場
合
は
、

そ
の
日
ま
で
該
当
し
ま
す
。

■
申
請
に
必
要
な
も
の

　

印
鑑
、　

健
康
保
険
証
、
戸
籍
謄
本

　

母
子
家
庭
等
医
療
費
支
給
制
度
は
、

毎
年
の
更
新
手
続
き
が
必
要
で
す
。

　

更
新
手
続
き
が
必
要
な
人
に
は
、

７
月
上
旬
ご
ろ
ま
で
に
町
か
ら
通
知

を
す
る
予
定
で
す
。

■
問
い
合
わ
せ　

住
民
課
福
祉
係

　

内
線
１
１
９

　身近に潜む生活習慣病いきいき
国保

更
新
手
続
き
を　

　
　

お
忘
れ
な
く

今
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の
日
が
お
休
み
で
す

開 室
時 間

貸 し
出 し

図書／ 10 冊まで

９時〜 17 時

 うちＣＤとビデオは
 １点ずつ

 休室日を変更する
 場合があります

−新刊案内−

日 月 火 水 木 金 土

１ ２ ３ ４ ５ ６ ７

８ ９ 10 11 1� 13 14

15 16 17 18 19 �0 �1

�� �3 �4 �5 �6 �7 �8

�9 30 31

７月の休室日

免
除
・
猶
予
・
特
例
は
未
納
よ
り
有
利
で
す

国
民
年
金
だ
よ
り

住
民
課
年
金
係

内
線
１
１
４

問い
合わせ

　

保
険
料
を
納
め
る
の
が
困
難
な
と

き
、
未
納
の
ま
ま
放
っ
て
お
く
と
老

後
の
年
金
だ
け
で
な
く
、
万
一
の
と

き
の
年
金
も
受
け
ら
れ
な
い
場
合
が

あ
り
ま
す
。

　

免
除
・
猶
予
・
特
例
の
期
間
に
か

か
る
保
険
料
は
10
年
以
内
で
あ
れ
ば

後
か
ら
納
め
る
こ
と
が
で
き
、
老
後

の
年
金
を
満
額
に
近
づ
け
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。
た
だ
し
、
２
年
を
経
過

し
た
分
つ
い
て
は
、
当
時
の
保
険
料

額
に
加
算
が
つ
き
ま
す
。

　

納
付
が
困
難
な
と
き
は
未
納
の
ま

ま
に
せ
ず
、
是
非
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

■
年
金
額
は
物
価
ス
ラ
イ
ド
制

　

年
金
額
の
実
質
的
な
価
値
を
保
持

す
る
た
め
に
、
公
的
年
金
は
物
価
の

変
動
に
あ
わ
せ
て
改
定
さ
れ
る
物
価

ス
ラ
イ
ド
制
を
採
用
し
て
い
ま
す
。

●
受
け
取
る
年
金
の
一
部
は
国
庫

　

基
礎
年
金
の
給
付
に
必
要
な
財
源

の
一
部
を
国
庫
が
負
担
し
て
い
ま
す
。

現
在
、
３
分
の
１
か
ら
２
分
の
１
へ

と
負
担
割
合
の
引
き
上
げ
を
行
っ
て

い
ま
す
。
平
成
21
年
度
ま
で
に
こ
の

引
き
上
げ
が
完
了
す
る
予
定
で
す
。

■
老
後
を
ず
っ
と
支
え
る
終
身
制
度

　

生
涯
、
一
定
の
収
入
が
保
証
さ
れ

ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ

　

直
方
社
会
保
険
事
務
所

　

☎
０
９
４
９
ー
22
ー
０
８
９
０

児童書一般書
「
超
集
中
」
仕
事
術

田
村�

康
二�

著

DVD

警
官
倶
楽
部

大
倉�

崇
裕�
著

満
足
死

寝
た
き
り
ゼ
ロ
の
思
想

奥
野�

修
司�

著

守
護
神

ロ
ン�

Ｌ.

ブ
リ
ン
ケ
ー
ホ
フ�

著

は
る
は
ゆ
ら
ゆ
ら

五
味�

太
郎�

著

ま
る
を
さ
が
し
て

大
月�

ヒ
ロ
子�

著

螺
鈿
迷
宮

海
堂�

尊�

著

あ
な
た
の
大
切
な
人
が

「
う
つ
」に
な
っ
た
ら

小
野�
一
之�

著
か
い
け
つ
ゾ
ロ
リ

ま
も
る
ぜ
！
き
ょ
う
り
ゅ
う
の
た
ま
ご

原�

ゆ
た
か�

著

９ ― ＮＩＮＥ ―
憲法９条は訴える
オムニバス

ＲＵＤＹ
ジュリアーニＮＹ市長

９月 11 日真実の物語
ジェームズ・ウッズ�主演

  老齢基礎年金
を受給するた
めの期間に

 老齢基礎年金額は
  障害基礎年金・遺
族基礎年金を受け
るための期間に

  後から納め
ることがで
きる期間

免除 ○ 入る　　  △ 減額になるが算入可 ○ 入る　　 10 年以内

猶予 ○ 入る　　  × 算入できない ○ 入る　　 10 年以内

特例 ○ 入る　　  × 算入できない ○ 入る　　 10 年以内

未納 × 入らない  × 算入できない × 入らない  2 年以内

◎免除期間・猶予期間・特例期間を利用した場合と未納の違い
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今
月
号
は
、
田
川
地
区
を
代
表
す

る
古
墳
で
あ
る
狐
塚
古
墳
群
に
つ
い

て
紹
介
し
ま
す
。

　

狐
塚
古
墳
群
は
町
内
北
西
部
、
田

川
市
と
境
界
を
接
す
る
丘
陵
上
に
あ

り
ま
す
。
昭
和
50
年
と
52
年
、
そ
し

て
平
成
15
年
に
宅
地
造
成
お
よ
び
土

砂
採
取
に
よ
っ
て
発
掘
調
査
が
行
わ

れ
、
多
く
の
出
土
品
が
発
見
さ
れ
ま

し
た
。

　

狐
塚
古
墳
群
は
５
基
の
古
墳
か
ら

な
っ
て
お
り
、
１
号
墳
は
全
長
23

メ
ー
ト
ル
の
前
方
後
円
墳
、
２
号
墳
、

３
号
墳
は
方
墳
、
４
号
墳
、
５
号
墳

は
円
墳
で
す
。
１
号
墳
は
小
規
模
な

が
ら
、
田
川
地
区
で
は
３
基
見
つ

か
っ
て
い
る
前
方
後
円
墳
の
う
ち
の

一
つ
で
す
。

　

古
墳
の
周
囲
に
は
、
円え

ん

筒と
う

埴は
に

輪わ

が

め
ぐ
ら
さ
れ
て
い
ま
す
。
と
こ
ろ

が
、
死
者
を
葬
っ
た
埋
葬
施
設
が
見

つ
か
っ
て
お
ら
ず
、
古
墳
直
下
に
掘

り
込
ま
れ
た
横
穴
墓
が
そ
れ
に
あ
て

は
ま
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ

て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
、
古
墳
と

横
穴
墓
が
一
緒
に
な
っ
た
よ
う
な
形

態
の
も
の
は
、
近
年

遠
賀
川
流
域
で
調
査

例
が
増
加
し
て
お
り
、

本
町
の
稲い

な

荷り

山や
ま

横
穴

墓
（
西
白
土
）
で
も

同
種
の
も
の
が
発
見

さ
れ
て
い
ま
す
。

　

１
号
墳
の
年
代
は

円
筒
埴
輪
や
出
土
し

た
須
恵
器
か
ら
６
世

紀
前
半
ご
ろ
（
今
か

ら
１
３
０
０
年
前
）

と
考
え
ら
れ
て
い
ま

す
。

　

横
穴
墓
群
は
昭
和

50
年
、
52
年
の
調
査

で
は
36
基
、
平
成
15
年
の
調
査
で
は

５
基
が
調
査
さ
れ
て
い
ま
す
。
調
査

の
結
果
、
横
穴
墓
群
か
ら
は
、
須
恵

器
、
土は

師じ

器き

、
鉄
斧
、
刀と
う

子す

、
鏃や

じ
り
、

イ
モ
ガ
イ
製
腕
輪
が
出
土
し
て
い
ま

す
。

　

平
成
15
年
に
行
わ
れ
た
調
査
で
は

人
骨
が
出
土
し
、
鑑
定
し
た
結
果
、

男
性
２
人
、
女
性
１
人
が
葬
ら
れ
て

い
た
こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
。
こ
の

時
期
の
古
墳
は
複
数
の
人
を
葬
る
の

が
普
通
で
、
そ
の
こ
と
が
調
査
の
結

果
裏
付
け
ら
れ
ま
し
た
。
出
土
品
に

つ
い
て
は
ふ
る
さ
と
館
お
お
と
う
で

展
示
し
て
い
ま
す
。

※
前
方
後
円
墳
＝
円
墳
と
方
墳
が
組

み
合
わ
さ
っ
た
形
の
古
墳
。
代
表
的

な
も
の
と
し
て
仁に

ん

徳と
く

天て
ん

皇の
う

陵り
ょ
う
古
墳

（
大
阪
府
堺
市
）
が
あ
り
、
南
は
鹿

児
島
県
の
大
隈
地
方
か
ら
北
は
岩
手

県
南
部
ま
で
分
布

■
問
い
合
わ
せ　

☎
41

－

２
０
５
５

　

ふ
る
さ
と
館
お
お
と
う

No.20

  

◀ 

狐
塚
古
墳
群
か
ら
出
土
し
た
、
高
さ

  

約
40
㎝
、
直
径
約
25
㎝
の
円
筒
埴
輪

狐き
つ
ね

塚づ
か

古こ

墳ふ
ん

群ぐ
ん

・
横よ

こ

穴あ
な

墓ぼ

群ぐ
ん

（
上
今
任
）

●
種　

属　

ハ
シ
ラ
サ
ボ
テ
ン
亜
科
カ
ー
ネ
ギ
ア
属

●
原
産
地　

ア
メ
リ
カ
・
ア
リ
ゾ
ナ
州
～
メ
キ
シ
コ
北
部

●
開
花
時
期　

不
明

●
特　

徴　

 

基
本
型
は
「
ア
リ
ゾ
ナ
ジ
ャ
イ
ア
ン
ト
」

と
呼
ば
れ
、
西
部
劇
な
ど
で
よ
く
見
か
け

る
こ
と
が
で
き
る
サ
ボ
テ
ン
で
す
。

■
問
い
合
わ
せ　

サ
ボ
テ
ン
ハ
ウ
ス　

☎
63

－

４
８
３
２

▲ 狐塚１号墳（上今任）

※

●
作
品
名　
「
良
寛
の
歌
」

(

大
任
町
文
化
連
盟 

硯
心
書
道
会
か
ら
選
出)

●
作　

者　

鈴
木 

新
子
さ
ん
（
峰
）

●
コ
メ
ン
ト
「
週
に
一
度
、
先
生
や
教
室
の
み

な
さ
ん
に
会
え
る
の
が
楽
し
み
で
す
。
こ
れ

か
ら
も
気
長
に
書
き
続
け
て
い
き
た
い
で
す
」

第20 話

弁
べ ん

慶
け い

柱
ちゅう

綴
て っ

化
か

お
お
と
う
史
学

し　

が

く
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● 発生件数  13 件（ 56 件）
● 死亡者数   1 人（  1 人）
● 負傷者数   5 人（ 32 人）

（　）内は平成 19 年の累計

■　防犯・交通の問い合わせ
添田警察署　☎８２−０１１０
大任交番　　☎６３−２１１０

交通事故発生状況（５月中）

交 通防 犯

５月中の事件・事故の内容

急ぐほど　正しく
はっきり１１０番

　町内で交通死亡事故が発生しまし
た。速度の出し過ぎには十分に注意し、
体調が良くないときには運転を控えま
しょう。

町内犯罪発生状況（５月中）
種  類 件 数

空き巣・忍び込みなど 　２件
オートバイ・自転車盗 　０件
自動車盗 　０件
部品盗 　０件
車上荒らし 　２件

自動販売機荒らし 　２件
ひったくり 　０件 ふっけい君

 ７月行事予定表   　文月
日 月 火 水 木 金 土

１ 国民安全の日２ 半夏生３ ４ ５ ６ ７ 七夕　小暑

同和問題強調
月間  街頭啓発

【７時 30 分～】

布の絵本制作
ボランティア講座

【レインボー資料室
13 時～ 15 時】

心配ごと相談
（人権・行政相談あり）
【役場 10 時～ 12 時】

同和問題講演会
「蒔かんと生えん」
【レインボーホール

19 時 30 分～】

三種混合予防接種
（３～ 90 ヵ月未満児）
【視聴覚 13 時 30 分

～ 14 時】

少年野外スクール
【自然の森キャンプ場

13 時 30 分～】

８ ９ 10 11 12 13 14
少年野外スクール

【自然の森キャンプ場
～ 13 時 30 分】

しじみ放流
(今任小・大任小３年生 )

【彦山川河川敷・島台付近
９時～】

食進会
( ふれあい弁当作り )

【集会室９時～】

心配ごと相談
【役場 10 時～ 12 時】

MRワクチン
予防接種

(対象者個人通知・予約制)
【13時30分〜14時】

15 孟蘭盆 16 海の日 17 18 19 食育の日 20 土用 21 勤労青少年の日

食進会
( ふれあい弁当作り )

【集会室９時～】

乳児健診
(4・7・12 カ月児
・対象者個人通知 )

【集会室 13 時 30 分
～ 14 時 30 分】

心配ごと相談
【役場 10 時～ 12 時】

母子相談①
（２カ月児・個人通知）
【集会室 13 時 30 分～】

母子相談②
（２カ月児・個人通知）
【集会室 13 時 30 分～】

ＢＣＧ予防接種
（３～６ヵ月未満児）
【視聴覚 13 時 30 分

～ 14 時】

絵本読み語りボラン
   ティア かくれんぼ

【レインボー図書室 11 時～】

22 23 大暑 24 25 26 27 28
布の絵本制作

ボランティア講座
【レインボー資料室

13 時～ 15 時】

食進会
( ふれあい弁当作り )

【集会室９時～】

二種混合予防接種
（小学６年生）
【視聴覚 13 時 30 分

～ 14 時】

心配ごと相談
【役場 10 時～ 12 時】

親と子の料理教室
【役場  調理室

10 時 ～ 12 時 30 分】

29 30 土用丑の日 31 １ ２ ３ 場 所
参議院議員選挙
予定日

（詳細は決まり次第
お知らせします）

子ども会
球技大会

【Ｂ＆Ｇ体育館９時～】

食進会
( ふれあい弁当作り )

【集会室９時～】

心配ごと相談
（人権・行政相談あり）
【役場 10 時～ 12 時】

【集会室】
…役場住民集会室
【視聴覚】
…役場視聴覚室
【多目的】
…役場多目的ホール
【公民館】
…大任町公民館
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●　問い合わせ先
田川市　☎ 44-2000
添田町　☎ 82-1231
川崎町　☎ 72-3000
赤　村　☎ 62-3000
香春町　☎ 32-2511
糸田町　☎ 26-1231
福智町　☎ 22-0555

田川市郡７月のイベント
◆田川市（http://www.joho.tagawa.fukuoka.jp）

●郷土史市民公開講座【田川市民会館 講座室１】
　７月７日（土）13 時 30 分～
　演題： 「史跡公園の復旧（鎮西公園）」と朝倉

文夫について～大正８年 蔵内家の育英
事業

　講師：花村 利彦さん　参加費：無料

◆香春町（http://www.kawara.fukuoka.jp）

●夏休み映画祭り【香春町町民センター ホール】
　８月８日（水）「ハッピーフィート」
　８月９日（木）「フラガール」
　８月 10 日（金）「森のリトルキング」
　午前の部：10 時～　午後の部：14 時～
　上映 30 分前から開場します

◆福智町（http://www.town.fukuchi.lg.jp）

●福智町 I love カナダ Fiesta【金田新町通り】
　８月３日（金）　17 時 30 分～
　仮装カーニバル、ステージイベントなど

◆
今
月
の
表
紙

　

５
月
30
日
14
時
ご
ろ
、
大
任
中
学
校
で

行
わ
れ
た
「
花
の
日
」
の
活
動
を
撮
影
。

花
と
一
緒
に
笑
顔
も
咲
か
せ
て
い
ま
し
た
。

人の動き

※数字は住民基本台帳から。(　) 内は前月比

世帯数

人
口
総
数

65
歳
以
上

�,597 世帯（± 0）

計�5,998 人 ( − 10人 ) 計�1,590 人 ( ＋ �人 )

女�1,0�1 人 ( ＋ 4人 )

男��� 569 人 ( − �人 )

女�3,179 人 ( − � 7 人 )

男��,819 人 ( − � 3 人 )

（平成 19年５月末現在）

　今回は少しシビアな問題ですが、高齢者がいる家庭では、どこでも起こり
得る恐れがある虐待について考えてみたいと思います。高齢者への虐待問題
は、欧米では以前から問題視されていて、それに対応するシステムも確立さ
れています。しかし、我が国ではまだまだ対応が未熟なのが現実です。
　高齢者への虐待が起こる原因として、①昔と比べると介護する期間が長期
に及んでいる　②地域や親族などとの関係が希薄になり、介護に負担を感じ
ても相談したり手伝ったりしてもらえる人が少ない　③家庭内の問題を外に
知られたくないため、一人で介護をしようとする　など、様々な要因が重な
りあって起こっていると考えられます。
　虐待の種類としては、身体的なもの、心理的なもの、経済的なもの、性的
なものなど多岐に及びます。
　虐待に至るまでの背景として考えられるのが、一対一の介護です。介護の
仕事を長くしているベテランの職員でも、認知症や身体に障害のある人の介
護はとても困難でストレスを感じます。一人の力での介護はまず無理だと思
うべきでしょう。
　高齢者に介護が必要になった際には、一人で負担を抱え込まずに、まわり
の人を巻き込みましょう。過去に介護経験のある人がいたら、話だけでも聞
いてもらうのもいいでしょう。また、役場の介護保険係などに相談して、ケ
アマネジャーなどの専門職を紹介してもらうこともお勧めします。

まちの介護福祉講座

介護に潜む虐待のおそれ

交通死亡事故が発生
　５月 29 日午前５時 10 分ごろ、大任町の福田で自動車の単独交通
事故が発生しました。この事故で車を運転していた男性が死亡。事故
原因はスピードの出し過ぎとみられています。
　町内での交通死亡事故は、およそ２年８カ月ぶり。添田署管内（添
田・大任地区）では今年に入って２件目の交通死亡事故です。
　わたしたちの日常生活に欠かせない自動車。事故を防ぐためにもス
ピードを控えて安全運転を心掛けましょう。
問い合わせ　添田警察署　☎ 82-0110

▲ 橋の欄干にぶつかり大破した車。事故の衝撃の大きさがうかがえます

　町では、農作物を荒らすシカやイノシシ、
カラスやドバドに対し、次のとおり有害鳥
獣捕獲を実施します。捕獲期間中に山で仕
事をする人は、注意してください。
■期間　７月１日（日）～８月 10 日（金）
■ところ　町内全域
■問い合わせ　事業課産業係　

有害鳥獣捕獲を実施中

★
ホ
ッ
と
タ
イ
ム

　

実
は
僕
は
ス
キ
ュ
ー
バ
ダ
イ

ビ
ン
グ
の
免
許
を
持
っ
て
い
ま
す
。
昨
年
の

３
月
に
タ
イ
の
南
の
島
、
サ
ム
イ
島
と
タ
オ

島
で
４
日
間
の
実
技
講
習
を
受
け
て
取
得

し
ま
し
た
。
た
だ
、
そ
の
と
き
以
来
１
度
も

潜
っ
て
い
ま
せ
ん
。
免
許
を
持
っ
て
て
も
潜

ら
な
け
れ
ば
宝
の
持
ち
腐
れ
。
ズ
バ
リ
、
今

年
の
目
標
は
海
に
潜
る
こ
と
。
そ
し
て
つ
い

で
に
泳
げ
る
よ
う
に
な
る
こ
と
で
す
。（
毅
）
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まちの話題

晴れの舞台で躍動
大任中で春季体育会

　絶好の青空に恵まれた５月 20 日、大
任中学校で春季体育会が華々しく開催さ
れました。
　紅白に分かれた 162 人の生徒たちは

「一念通天」のスローガンのもと、いき
いきと躍動。優勝の栄冠をめざし正々
堂々と競い合いました。
　生徒たちの真剣な姿に、観客席からは
大きな声援と歓声が上がっていました。


